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１ 開 会 時 間            ９ 時      ３０ 分 
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３ 教 育 長 名      府  川  陽  一 
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職務代理 
   吉  田   美 佳 子 

教育委員  原     道  子 

教育委員  岡  野   敏  彦 

教育委員   山  内   み ど り 

 

 

６ 出席者氏名      教育部長  鐘ヶ江 学 

             教育総務課長  黒石徳子 

生涯学習課長  椎野文彦 

教育総務課指導班長  小笠原純二 

教育総務課指導班指導主事  永井貴幸 

教育総務課指導班指導主事  境野朋美 

             教育総務課教育総務班長  竹本直昭 

             教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 

７ 傍 聴 者      1 名 

 

８ 調 製 者            教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 



 

 

平成２９年度１１月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成２９年１１月２２日（水） 

９時３０分より 

場所：二宮町町民センター２Ａクラブ室 

 

― 開会宣言 ― 

（教育長）平成２９年度１１月定例教育委員会議を開催します。 

 

 

― 署名委員の指名 ― 

原委員を指名する。 

 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育部長）１１月教育長事務報告・政策会議報告を資料に基づいて行う。 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について資料に基づいて説明する。 

 

○（山内委員）教育長報告の中にありましたが、一色小学校でやまゆり里山音楽祭がありました。

コミュニティ・スクールに向けて地域力を結集するために始まりましたが、学校に色々と協力し

ていただきました。先生に指揮者をしていただいたり、夏の暑い時期には、エアコンのある部屋

を使わせていただいたりしました。また、先生方が体育館の舞台上にあるグランドピアノを下に

おろしてくださったりもしました。合唱については、回を重ねるごとに一体感が出て、地域の方

と色々とお話をすることが出来たのもとてもよかったと思います。これから他の地域にもコミュ

ニティ・スクールを広げていきますが、3校それぞれのカラーが出るといいと思います。 

○（吉田委員）放課後こども教室についてですが、今年度は１年に 3回のみの開催ということです

がこれまでに出たいろいろな意見をふまえ、町としては今後どのようにしていくのでしょうか。

コミュニティ・スクールが始まればそちらに移行していくのでしょうか。 

○（教育長）予算的には国、県、町が 3分の１ずつという補助金の割合になっています。放課後子

ども教室自体は、これで 4年目になりました。今後、コミュニティ・スクールで行うのかどうか

は、学校運営協議会で話し合いを行うことになります。補助金自体の金額の拡大は出来なくても、

放課後子ども教室は学校運営協議会主体にして活動を拡大していきたいと考えています。年３回

だけではなく、もう少し回数は増やしていきたいと思いますが、保護者や地域の方がどれだけ手

を挙げていただけるかによって変わってくると思います。地域の力で子どもたちが、充実した時

間を過ごせるようにしていけたらいいと思います。 

○（吉田委員）コミュニティ・スクールを契機に、これまで行われてきた活動をまとめて、連携さ



 

せていくとよいと思います。例えば、安全パトロールを行っている日に放課後子ども教室を行え

ば、迎えがなくても帰りの心配もしなくてもいいと思います。子どもの生活環境についてはこれ

からも課題が多いと思いますので、子どもにとって一番必要な事業になっていくと思います。 

○（教育長）放課後の子どもたちの生活を充実させるために、地域で協力する力を引きだす雰囲気

づくりが出来るといいと思います。 

○（岡野委員）二宮町ＰＴＡ連絡協議会で、子どもたちが緊急の時に駆け込むことが出来る「こど

もＳＯＳの家」という事業を行っていますが、かなり形骸化してしまっていると感じます。これ

を機に見守り隊の活動を充実させて、コミュニティ・スクールに組み込めればいいと思います。 

○（教育長）現在自治会の高齢化により、役員を出すのが大変になっています。自治会の単位を小

学校の学校区ごとにするなどすれば、活性化できるのではないかと思います。 

○（山内委員）自治会で役員をやる人がいないというお話でしたが、芸能大会などに参加すると思

うのですが、退職された方のエネルギーが余っている感じがします。現役の時の力を発揮してい

ただけるように、調整していただきたいと思います。 

○（教育長）自治会などへの参加率が低くなっているようですので、これからコミュニティ・スク

ールの活動などに参加していただけるかが心配です。 

○（岡野委員）緑が丘の自治会でもそのような話が出ています。その中であがった声としては、ど

うやって参加したらいいか分からないということでした。例えば、学校からこういう人を募集し

ていますよと具体的に言われれば、申し出たいという人もいらっしゃいました。ですから、学校

からの発信を待っている状態ということです。また、地域の中にどのような人がいるかという人

材バンクを作って、その情報を学校に発信する必要もあると思います。要は、双方からの情報発

信が必要だと思います。 

○（教育長）来年、学校運営協議会が出来ますので、その中で発信していくことになると思います

ので、そこからたくさん意見が出てくると思います。 

○（岡野委員）学校運営協議会で、アクションを起こしていくことになるのでしょうか。 

○（教育長）そのように考えています。 

○（原委員）今まで、２件程コミュニティ・スクールのお手伝いをしたいと申し出てくださった方

がいらっしゃいました。はぐくみ塾でコミュニティ・スクールのことを取り上げたので、そのよ

うに申し出をしてくださったのだと思います。このような活動を行っていますよということをど

ういう機会にＰＲしていくのかということが重要なのではないかと思います。 

○（岡野委員）コミュニティ・スクールの実践例を調べてみると、キャリア教育という視点で捉え

られている例が多く、学校支援や学習支援を行っていたりしている例があります。朝の職員会議

の時間や授業の間の時間を利用して、地域の方が百人一首を教えたり、夜間教室を行うなどの活

動をしている例もあります。そのような活動を紹介することもいいのではないかと思います。 

○（教育長）先生の負担が増えるというように、マイナスに捉えてしまうと失敗する傾向があるよ

うです。一色小学校はすでに地域の方に色々協力していただいていますが、地域の実情にあった

事例を先生方の背中を押すような形でどのように紹介していくかということが事務局の課題で

す。現在は全国で１１％の実施率で、１０年ほどコミュニティ・スクールの活動を行っています



 

が、なかなか広まらないのも現状ですので、色々な実例を検討したいと思います。 

○（吉田委員）給食センターの献立会議についてですが、各校ＰＴＡから献立会議に出席するのが

負担であるという声があがってきています。当番制にしてほしいなどの声も聞かれますが、献立

会議は保護者が給食に関われる大切な機会ですので、献立会議がどのような意義を持っているか

などをよく説明するなどの取り組みをしていただきたいと思います。給食の試食会は、とても好

評でした。食育について熱心な方もたくさんいますので、給食センターでもさまざまな意見を積

極的に聞いていただきたいと思います。調理員さんが足りないという話を聞きましたが、現在は

どうなのでしょうか。募集しても集まらないのでしょうか。 

○（教育長）子どもの保護者に実際に給食を試食してもらう献立会議は、給食を充実させるために 

いい制度だと考えていますが、回数も含めて今の時代に合った献立会議にしなければいけないと 

考えています。 

○（教育総務課長）山西小学校では負担が大きいというご意見はいただいていますが、回数を減ら

せばそれでいいのかという問題ではなく、献立会議の内容が大切ではないかと思います。色々な

意見をいただいていますので、ＰＴＡの中でうまく当番制にするなどしていただけないかと考え

ています。教育委員会としては毎月開催したいと思っていますが、いただいた意見を反映してい

るということをＰＲすることが不足していたかとは思いますので、改善していきたいと考えてい

ます。 

○（岡野委員）給食献立会議は保護者が給食運営にかかわることができる貴重な機会です。ＰＴＡ 

の中でこの機会をどうとらえていくかは、ＰＴＡ自身の問題だと思います。 

○（吉田委員）給食センターには駐車場がないので時間がかかり大変、ということも負担になって 

いるのではないでしょうか。 

○（教育総務課長）献立会議は給食センターで行う必要はありません。順番に学校で行うことも可 

能です。 

○（吉田委員）参加しやすい環境づくりを工夫していただけたらと思います。 

○（教育総務課長）調理員についてですが、町内の掲示板にポスターを掲示したところ、複数の方 

が面接に来られました。 

○（吉田委員）湘南国際マラソンは町としてはどのようなかかわりがあるのでしょうか。 

○（生涯学習課長）実行委員会形式で、町は実行委員会のメンバーに入っています。事務局はラン 

ナーズウェルネスです。 

○（吉田委員）主催ということは、町は補助金を出しているのでしょうか。 

○（教育部長）参加費と、企業の協賛金で運営されています。 

○（吉田委員）町職員はお手伝いに行くのでしょうか。 

○（生涯学習課長）当日は担当課が行きます。 

○（吉田委員）全国に二宮町をアピールする良い機会ととらえ、今後ともよろしくお願いします。 

 

 

 



 

― 付議事項 ―  

議案第８号 平成２９年度二宮町教育委員会表彰被表彰者の選考について 

 

非公開 

 

教育委員会表彰のあり方、二宮町教育委員会表彰規程・二宮町教育委員会表彰要綱について基準の

具体化について検討を進めるよう意見が出された。 

 

 

議案第９号 平成２９年度二宮町一般会計補正予算（案）について 

 

非公開 

 

 

 

― 報告・協議事項― 

（１）二宮町・町内一周継走大会について 

（生涯学習課長）二宮町・町内一周継走大会について資料に基づいて説明。 

 

 

（２）平成２９年度神奈川県市町村教育委員会連合会研修会の結果報告について 

（吉田委員）平成２９年度神奈川県市町村教育委員会連合会研修会の結果報告について資料に基づ 

いて説明。 

 

 

（３）その他 

 

 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について資料に基づいて説明。 

 

 

― 閉会宣言 ― 

（教育長）平成２９年度１１月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

１２時３０分 終了 


